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来週から定期考査が

始まります。２週間前

から試験範囲や計画表

などが配られ、学年集

会でも学習のポイント

をお話ししました。 

 改めて勉強の仕方を

考え、計画的に週末を

過ごしましょう。 

 

  

 

 

僕のクラスは、紅組に負けてしまった。すごく悔しい気持ちがあったけれど、競技をする中でうれしいことも

あったし、色々な気持ちがあった。 

 僕が、うれしかったのは「台風の目」だった。運動会の前までは、みんなの下に棒をくぐらせるところとかが

遅くて、一組と半周ぐらい差をつけられていたから、とにかくみんなで体育の時間や昼休みを使ってたくさん練

習した。本番では負けてしまったが、運動会前よりも圧倒的に速くなっていたから、ぼくはうれしかった。 

 ぼくは運動会の後、あきらめないでよかったと思うときが障害物走であった。ぼくは、最初の走り縄跳びで少

し差をつけられた。その後ソフトテニスのところでもミスをして、大差をつけられた。それでもあきらめずに麻

袋と網くぐりで追い抜かして、一位をとった。 

 僕は、今年の運動会で大切だと考えたのは、みんなで一生懸命練習をすることと、あきらめないでやり遂げる

ということです。 

運動会を通して 

 

 私は去年、病気のため運動会に参加できなかったので、今年が初めての文林中での運動会ということになる。

さて、結果的に白組は負けてしまったが、そのかわり、本来の目的であった「他学年との交流」というものはと

ても果たせていたと思う。なぜなら、他学年との共同の競技では、ちらほらと他学年同士で会話が弾んでいると

ころも見られたからだ。 

 また、後半の競技である全校リレーでは、、互いに声をかけあい、応援しあい、なんと最終的な結果は白組二位、

黄色組三位というなかなかの成績を残したのだ！ 

 その後の選抜リレーでは前半こそ負け気味だったが、後半から急激にまきかえし、なんと結果は一位！ 

 最後に白組は負けてこそしまったが、その団結力によって好成績をのこした。この運動会から学べることは、

やはり学年が違うからといって勝手に苦手意識をもたずに、まず会話などのコミュニケーションをとってみるべ

きだということだ。 

 皆さんもそんな経験や意識をもっている相手がいるだろう。まずは、はじめにコミュニケーションをとって関

わろうとしてみてはどうであろうか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


